
那覇市立森の家みんみんの指定管理予定候補者の選定結果について 

 

那覇市教育委員会 生涯学習部 生涯学習課が所管する那覇市立森に家みんみんについて

は、下記のとおり指定管理予定候補者を選定したので、その結果を公表します。 

 なお、地方自治法第 244 条の 2 第 6 項により議会の議決を経る必要があり、令和 5 年 11

月議会の議決を経た後に正式に指定することになります。 

 

１ 施設の概要 

⑴ 名  称  那覇市立森の家みんみん  

⑵ 所 在 地  那覇市首里儀保町 4 丁目 79番地８ 

⑶ 設置目的  市内にある自然の中での野外活動及び集団生活を通じて、子どもたちの 

      健全育成を図る。 

 

２ 指定管理予定候補者 

⑴ 団 体 名  沖縄自然環境ファンクラブ 

⑵ 代表者名  藤井 晴彦 

⑶ 住  所  那覇市首里儀保町４丁目 79－33 

 

３ 指定予定期間 

令和６年 4月 1日から令和 11 年 3 月 31日（5年間） 

 

４ 選定の経緯 

⑴ 公募 

ア 募 集 期 間 令和５年６月７日から８月９日 

イ 申請団体数 １団体  

⑵ 審査方法 

ア 選定委員会 

ａ 選定機関の名称  那覇市社会教育委員の会議 

ｂ 選定委員会の委員 

議 長 長堂 和男  （那覇市青少年健全育成市民会議 副会長） 

副議長 土屋 恭子  （那覇市社会教育指導員ＯＢ会 副会長） 

委 員 上原 博   （那覇市自治会長連合会 副会長） 

委 員 安里 幸治 （那覇市ＰＴＡ連合会 会長）  

委 員 仲村渠 好美（那覇市女性連合会 会長） 

委 員 成定 洋子  （沖縄大学 法経学部法経学科 教授） 

委 員 奥平 祐子  （那覇市青少年舞台プログラム 会長） 

委 員 宮良 吉雄 （那覇市民生委員児童委員連合会 副会長） 



委 員 又吉 綾子  （読み聞かせサークル「ぶくぶく」 代表） 

委 員 中村 斉  （那覇市立中学校 元校長） 

委 員 宮里 恵  （社会福祉法人立保育園那覇市園長会 副会長） 

 

イ 選定委員会日時  

令和５年 10月６日（金曜日）午後２時から午後４時まで 

 

   ウ 選定基準 

ａ 市民の平等な利用が確保できること。 

    ｂ 事業計画の内容が森の家みんみんの効用を最大限に発揮するとともに、管理

に係る経費の縮減が図られるものであること。  

    ｃ 事業計画書の内容に沿った森の家の管理を安定して行う能力を有すること。 

 

   エ 選定評価採点表 

選定基準 評価の項目（視点） 配点 

ａ 

市民の平等な利用

が確保されている

こと 

（１）利用者の平等な利用を確保          10 

30 （２）利用者拡大のための取組 10 

（３）サービス向上のための取り組みや仕組み 10 

ｂ 

事業計画の内容が

森の家の効用を最

大限に発揮すると

ともに、管理に係

る経費の縮減が図

られるものである

こと  

（４）災害や事故に対する体制・対策等 10 

45 

（５）敷地内の良好な環境衛生、美観の維持 5 

（６）講座等の企画・実施 10 

（７）自主事業の展開 10 

（８）収支予算書の見積額(価格点) 5 

（９）収支計画書と事業計画との整合性 5 

ｃ 

事業計画書の内容

に沿った森の家の

管理を安定して行

う能力を有するこ

と 

（10）施設の管理運営に必要な人員配置等 10 

25 

（11）専門知識を有する経験者、資格保有者の

配置 
5 

（12）職員の指導育成や研修体制 5 

（13）財務状況 5 

  合計 100 

  個別最低基準点 60 

 総得点（100点×11名） 1100 

 最低基準点（総得点の 6割） 660 

 



  オ 選定結果 

提出された事業計画書等の書類及びプレゼンテーションに対して行った審査の結

果、以下の団体が那覇市立森の家みんみんの指定管理予定候補者にふさわしいと全

会一致で確認しました。 

    
 

順

位 

 

団体名 
選定基準（点数）  

合計 
平均点(合計

／委員 11 名)     ａ  ｂ  c 

１ 沖縄自然環境ファンクラブ 254 339 205 798 72.5 

 

カ 選定理由 

利用者の拡大に向けた取り組みや専門性の高い職員の配置、自然体験活動や環境

教育の側面を有した講座の実施等の提案があり、概ね良好な事業計画であったこと。 

また、自主事業においても、施設の設置目的を補完・拡充し、施設の利用促進につ

ながるものとなっており、これまでの実績等も評価し、総合的な視点から指定管理予

定候補者として選定しました。 

ただし、委員からは、付帯意見として、次の 2 点があげられました。 

 

ａ ＳＮＳの活用や学校等へのアプローチを効果的に行い、利用者の増大に向けて

取組んでいただきたい。また、リピーターを確保する上で、講座等の充実にも努

めてほしい。 

b 施設管理や講座等をより充実させるため、地域ボランティアや大学、高校等との

連携を図り、人材の確保や育成についても取り組んでいただきたい。 

 

 

上記の結果、「沖縄自然環境ファンクラブ」を指定管理予定候補者として選定しました。 

 


